
Title 堀江博士著 労働問題の現在及将来
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1919

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.13, No.12 (1919. 12) ,p.1665(129)- 1667(131) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19191201-

0129

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


nmvtf

,

,

m
£
m

ハ
と
ハ
六
四〕

，

新

p

■

柳

^

|

作|

フ

ラ

ン
.
ス

大

革

命

史

前

篇
‘

V
,

窩
.
.
.
.
山

"
0 ;

玆

行
，
.
'
-

, 

、

„
• 

, 

,M.
 
M
‘
：

'̂M.

我
國
に
於
て
西
洋
史
の
_

究
せ
&

;
、
こ
^
久
し
と 

嫌
、
興
の
講
究
の
結
‘果

の
:1
1
1
:
-_

に
發
表
せ
ら
る
、
听

 ̂

槪
.ね
'敎
科
書
用
^

く
は
潋
.員
參
考
_

に
充
ク
4

一
般
»
 

洋
與
に
過
ぎ
す
し
て
ク
特
別
の
國
民
^
特
殊
の
時
代
を 

取
扱
ひ

た

る

蓮

に

室
4

.
は
、.
.洵
に
_

天
.の
裏
も
®
 

な
ら
ず
.。
此
程
物
故
せ
右
れ
た
る
箕
作
博
士
の『

フ
ラ 

ン
ス
-大
革
命
史』

は
旣
列
の
，前
篇
の
^

R
て
も
、
.六
六 

四
頁
の
大
册
子
な
れ
.ば
、
.單
に
1:
の
上
，ょ
.
6見
て
も
、

我
ヵ
史
學
界
k

レ
コ
ル
ド
を
つ
く
る
も
の
と
云
^
を
得

々
し
。
：
.
.
' 

. 

' 

、
'.

'箕
作
傅
士
の
佛
國
革♦

を
硏
究
せ
ら
る
S

こ
ど
極
め

•
 

て

久

し

ぐ

、

前

後

ニ

间

，
の

爾

遊

食

經

て

、

.東

京

帝

國

.大 

學

,(
:

同

革

命

史

を

_

鲂
;&

る
：
、
之

せ

.
約
一

一

十

年

に

1:
り 

し

奚

冬

。

以

て

其

の

造

：諧

S

何

：に

深

奥
f

加

を

せ
ら
れ
た
る
は
、
誠P我
が
學
界
め
名
#
^
る
の
み
な

 

ら

t

又
實
に
世
勝0:
史
舉
研
究'£
貝
献
す
^
所
少
萍
 

し
ミ
す
可
かe>
.^:
-
。

史

舉

者
-̂

じ
て
の
天
才
を
.異
あ
入

 

た「

る
傅
士
！2期
待
ず
る
は
或«
攀
蜀
の
寧
に
屬
^
可
け

 

む
も
、
菩
人
：が

德

士

に

敬

服

す

る

は

：、
硏

.

究
：：

の
爲
に 

は
如
何
な
る
努
力
を
；；も
惜

i
ざ
る
.學
遨
的
態
度
.の
眞
率

 

な
.る
點
に
あ
ち
。

『

p

i

®』

_
'i
t
:於
て
、
若
ぐ
は
時
 

々
，發
表̂
ら
れ
た
る
史
論
に
於
て
見
^

«

*の
*

の
眞
 

率
ぼ
を
研
婼
的
態
度
は
，、
フ
？
シ
ス

.大
章
®

は
於
て
 

最
も
多
く
：發
揮
せ
ら
れ
だ
る

.を
見
る
可
し
。
而
し
て
.其
' 

の
.第
命
.の
：原
因
を
說
き、‘革
命
0

_件
を
叙
す
る
に
.方

 

I

.
 

■
邦
人
^
了
解
0
難
ぎ
制
度
文_
等
の
，說
_
ほ
最
 

が
方
を
籠
め
喰
る
は
殊
忙
馨
灰
可
し
。
一：
一
文
章
亦
雄
渾
に

 

し
で
塊
藤
、

：®
®

界

歷

の

最

太

事#
の
記
述
.七
相
 

應
は
し
き
.を
見
る
。
要
す
、る

^
、
本
書
が
我〕

が
*
學
界 

近
時
の一

大
述
作
な
る
こ
ビ
は
、
何
人
も
異
論
な
き
所
 

な
ら
む
。
唯
、た
ク

‘ラ，ン
シ
ス
ニ
世
を
レ
オ
ポ
ル
，ト
ニ
世
 

第
十
三
卷(

ニハニハ茁)

，
.新
，-T
o
、
紹
‘
介

、
i

l

K

i

l

l

l

l

s

I

 
, J
,

_
 

s

 

J

.

 

t
 

, 
i

f

i

, 

‘
第
十.二
號

r」

八

察
す
可

し

。
，.
博

士

が

儺

國

革

命

の

硏

篼

に

如

何

に

多

大 

の
典
味
を
有
し
、
又
如
何
紀
佛
國
革
命
记
關
す
る
知
1| 

に
鹰
し
て
自
信
ぁ
り
し
か
は
、

『

フ
ラ
ン
ス
犬
取
命
お9 

序
文
にT

こ
れ
ら
諸
先
生
：

(

メ
ィ
デ
ル
べ
ル
ヒ
大
學
の 

j

エ
ル
ド
マ
ン
ス
，デ
ル
へ
フ
メ
ル
敎
授
、

：

ベ
が
タ
ン
太
學
の
レ

ン
♦

敎
授
ヽ
パ
ク—

大
摩
の
ォ
！

フI

ル
先
生)

の
大
苯

命

漏
I

S

 

W
そ
れ
ぐ
獨
劍
に
甯
み
て
啓
發
亡' 

.

&
る

、
所

宴

か

：

&

f

し
が
、
ま
た
悉
く
服
す
る
能 

は
ざ
る
所
ぁ
h

\

1
.

方
の
實
物
硏
究
ビ
相
俟
ち
て
漸
く 

|

余

一

家

：
の

革

命

史

觀

を

■

す
に
至
れ
り」

ビ
遞
べ
&
れ 

;

し
に
；徽
し
て.
、
^

を
察
: ^

す
る
：を
:#

一
べ
し
。

儺

國

革

命 

て
ふ
#

も

祓

雜

浞

亂

し

：左

る

時

代

、
.

«

天

動

地

の

大

ド

_ 

ラ
>

を

演

出

し̂
後

靡

に

；影

響

を

與

る

乙

と

0

絕

大

な 

る

史

實

：の
；硏

究

は

言

梧

、)

傅
說
> 

習
慣
，
宗
敎
等
を
冏 

.
フ
.す
^

6

'
人
に
.
取
つ
て
も
極
：め
て
囷
難
な
る
事
業
な
る 

K

ネ
#
は
ら
ず
、.故
德
士 
.が
、人
情
風
:#
相
距
れ
^

^

«
 

入
を
以
て
七
.て
、
'か
ぐ
迄
に
自
信
あ
'る
大
述
作
を
提
供

の
弟
e
し
た
.る
が
如
き
、

レ
オ
，。ホ
^

ド1
1

世
をV

オ
ボ 

ル
ド
五
世
€
し
/:
2
る
が
如
-:
&

、

Ir
j
の
'ケ
ア
レ
ス」

ミ
ス 

タ
.
1キ
若
ぐ
は
i

ス
プ
务
'

ド̂
は
^

1

-̂0
薇

瑕

ー

に

^

も

 

若
か
ざ
.
'れ
ど
、
是
等
は
須
ら
ぐ
改
版
の
it
校
訂
を
喪
す

可
し
：O
C占

警

太

郞

〕

o 

.

、

細

士

鄉

耆

問

歸

の

義

及

將

來

.

/ 

• 

■

大
へ
燈「

.開
：.：■發
'行

！F

六
腺 

;人

三

】 1
H
S

楚
债
金
贰
闾
茸
拾
錢

掘
ー
江
慷
士
ぼ
窗
|

0

譜
る
が
如
<

、
從
來
勞
働 

問
題
解
決
法
と
し
一
て
、
職
工
組
合
主
義
裏
唱
し
來
b
 

ft
る
'®
み
な
ら
ず
，
近
&
將
來
一
に
，於

で

も

亦

我

勞

働

問

 

.題

を

解
■

る

上
.：
に

、
一

最

も

適

應

し

れ

‘る
主
義
な
6
と 

し
.で
之
^:
鼓
吹
せ
ん
€
し
つ
、
あ
る
も
の
な
.ら
。(

本
脊 

五
八
頁)

。此
點
に
於
て
博
士
の
抱
懷
す
る
意
見
は
多
年 

一
足
し
て
動
か
す
、.
所
謂「

勞
資
協
調」

の
•如
&
茫
餸
た 

る
名
稱
の
下
に
主
張
せ
&

る
.、
妥
協
的
政
策
の
如
き
は

笫
十
f

s

r

x
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第
十
H
餘

(

一
2
ハ
六〕

^

し
傅
士
の
最
も
嫌
惡
す
る
所
に
し
て
、
飽
ぐ
迄
»
爭 

的
職
分
を
有
ず
る
懺
エ
組
合
を
我
阈
に
樹
立
し
、
大
に 

勞
徽
港
の
利
益
を
發
揚
も
浪
る
後
に
於
て
、
資

ホ

家

及
 

勞
働
潘
0.

階
級
的
.差
.科
を
撒
.廢
す
！

時
機
の
到
來
を 

促
進
せ
ん
：こ€

は
1#

士
，
の

期

圖

す

る

所

な

ぅ

'.
-
0;
本

藉

は 

,
»■

ぐ
0;

如

き

立

揚R

花
る
陴
士
が
、.
t

e

#の
梨
求
に
促； 

3

れ
で
、
，
賴

.々1
:

ヶ
月
宥
帮
の
M

少
な)

る
#

:
拐
に
：於
て
：.\ 

其
多
年
の̂

#

^

>絕
«

の
精
，'*
^

を
«

注
し
て
1

氣
^
 

成
的
.に
脱
稿
し̂

を
所
の
も
の
な
ヶ(

卷
頭
纏
5

。

.

’

W :

士
に
據
作
ば
勞
働
晛
題
の
解
®

勞
働
者
の
生
活 

を
安
足
な
る
狀
態
に
巖&
->
.
彼
_

を
し
て
最
太
の
'勞
慟 

能
库
を
發
«

し
>
 

卸
&
の
意
您
の
ボ
に
决
產
に
資
甘
し
 

一\ 

め
、
而
し
0
'
之
1|
3
:献
し
た
.を
所
ぐ
し_

衡
を
#

つ

可

き\ 

富
の
分
'
配
.
に
與
ら
1.
;

^

る
^

«

!)
:
;
-。̂

感
»')

威

ち

.博 

士

^

咖

す

る

所

ゅ

今

以

の

國

家

組

織

反

现

在

の

社

會

制 

度
の
卞
に
於
心
、
说
你
上
確.認
甘
ら
れ
た
る
勞
働̂

の
.

. 

獨

立

.を

勞

働

關

係

の

實

際

に

於

て

實

現

せ

ん

ビ

す

る

も

敗
-
H

s

 

1

H

0
 

. 

の
に
し
て
、
自
由
競
#
及
私
有
財
藤
の
制
度
に
基
礎
を 

有
す
る
現
存
の
社
會
刺
度
を
茹
极
抵
ょ6

破
壊
せ
ん
ビ 

す
る
が
.如
き
.主
張
の
.常
否
に
論
及
甘
ん
と
す
る
ば|«
士 

の
目
的
に
非
す
、
單
に'勞
働
者
0

‘生
.活
に
關
係
あ
4

11
:
. 

t

制
度
：，が
將
來R
.
於
て
i

亦
、
■
今
，日
に
於
げ'
る
.が
如
ぐ 

”

存
續
す
る
：も
の.
ど
做
し
s
'
:而
6

.
て

是

等

の

制

度

於

如

何 

な
奈
不
利
な
る
影
響
を
努
働
階
級
に
：及
_ぼ
^

^

を
^

^
 

し
、
へ_

家
的
政
策
又
は
勞
働
者
の
自
耻
的
手
段4>:
:
以
て
：
 

炎
^
に
之
れ
に
當
る
可
き
や
を
驗
述
す
る
に
ih

め
^
る 

も
：の
な
り
0 (

八

頁
0-
此
約
束
を
总
れ
て
本
|
¥
猶
く
者 

は
失S

I

せ
3,
.る
：を

.#
:

^

?(

傅

士

は

：社

會

改

：造

0

高

.遠
な 

る
.
理

想

を

說

く

使

徒

に

#

ず

、

亦.無
產
與
階
級
勝
利
の
ハ

, 

將

來

近

き.を
.叫

ぶ

激

烈

な

る
ft

言

者

に

も

非
^

0

馆
r
 

.

「

W

本
^

々

下
0

永

が
'、
，'辕

ぐ
r

.

ム
'
'■ス

の̂:
^

に
■
通 

ず

る」

.

を

信

じ

、

歐

米
.先

進

國

に

せ

け

る

勞

働

問

M

■
の 

過

去

及

現

，在

：に

鑑

み

、

或

は

「

我

國
.に

勞

働

間

題

な

し

」 

V
J

稱

し
.、

又

は.「

我

國

に

特

殊
.の
.勞

働

問

趣

解

決

法

あ

と
唱
ふ
る
天
下
最
大
の
愚
論
に
.對
し
て
挑
戦
し
、

. 

以
て
將
來
の
勞
働
速
励
を
健
全
な
る
方
針
^
就
か
し
む 

る
を
以
て
典
任
務
マJ

す
る
も
の
な
り
。
斯
く
て
呢
士
は 

職
1:
,飢
合
4:
蕺
に
對
す
る
硕
冥
な
る
反
對
.論
.に
答
ぺ
て 

紕
織
な
く
統
制
な
き
勞
働
述
動
の
危
險
を
說
き(

特

に

| 

八
七—

八
H'
#

照)

、
國
家
は
須
く
職
エ
組
合
の
成
立
、
 

成
立
後
の
述
動
"
將
來
に
於
け
る
維
持
に
就
き
',
9
總
て
、

\ 

其
障
寄
た
る
可
き
も
の
を
除
き
、
.
便
宜
せ
爲
る
可
き
も

\ 

の
を
與
上
る
の
方
針
に
出
で
ざ
る
可
ら
ざ
る
を
*
說
せ
一 

り

(

.

.三
ニ
阁
页)

.。
而
し
て
博
士
於
勞
働
問
題
解
決
の
目
、
 

標
.似
實
.に
資
本
家
と
勞
働
对
€
の
«
界
を
做
廢
す
る
に 

存
す
る
も
の
な
か(

三
.ニ
_
.
,
1
|
_

寅
.
.

)

:;
°

.1.

本
箸
に
據
り
て
陴
士
の
，意
見
を
批
剡
し

.、
溫

和

夂

過

\ 

ぐ
S
ぶ
す
少
數
の
過
激
論
者
が
S

の
こ
隅
に
布
す
る 

こ
ミ
は
何
‘ほ
社
龠
進
步
に
對
す
る
‘，一
種

Q

刺
戟
と
し
て 

之
を
許
す
可
し
。，
搏
士
の
所
論
を
，以
て
過
激
な
-
^
ビ
し

 

て
之
を_
-«
&
.ざ
る
固
厕«
る
.政
治
家
及
資
本
家
が
社
會

第
七
.三

f

 

(
H

ぐ
ハ•七)

rf
TO
 ̂

 ̂

•

の

表

面̂

儼
i

し

て
#

在

す
•
る

に

栗

ら

て

は

：
國

家

社

會 

R

取
り
て
最
大
な
る.
.危
I

事
な
り
。
流
煺
淸
潦
極
ム
な 

き
博
士
の
次
章
が
頑
迷
翁
流
：の
鍵
論
に
激
し
て
萬
丈
の 

怒
*

ど
化
す
る
の
所
、
パ
我
言
論
界
敗
時
の.壯
觀
た
_
&
ず 

ん
ば
あ
ら
ず
、
脱
士
は
.

「

一
人
に
て
も
勢
働
者
又
は
勞 

鐵
運
励
に
從
事
す
る
人
冷
の
間
は*

成
を
得
て
、
將
來 

の
勞
働
運
動
を
健
全
な
，る.方
針
.に
就
か
し
む
■る
を
得
る 

を
得
れ
は
、
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